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＊1 当技術マークの数字は、商品を壁際に置いて、
「急速」運転時にプラズマクラスター適用床面積の部屋中央
（床上1.2m）で測定した1cm³ 当たりのイオン個数の目安
です。 お買いあげいただき、まことにありがとうございました。

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
ご使用の前に ｢安全上のご注意｣ を必ずお読みください。
この取扱説明書は、いつでも見ることができる所に必ず
保存してください。

プラズマクラスターロゴおよび
プラズマクラスター、 Plasmacluster は、
シャープ株式会社の登録商標です。
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安全上のご注意 (1)　必ずお守りください

電源プラグや電源コードは
 ●配線器具の定格を超える使いかたや交流
100V以外では使わない
日本以外では使わない
( 火災・感電の原因 )
 ●延長コードを使用しない・タコ足配線をしない
( 火災・感電の原因 )
 ●電源コードを傷付ける・加工する・無理に曲げる・
引っ張る・ねじる・束ねる・高温部に近づける
などしない
( 電源コードが破損し、火災・感電の原因 )

 ●重いものを載せたり挟み込ませたりしない
( 電源コードが破損し、火災・感電の原因 )
 ●電源コードや電源プラグが傷んだり、
コンセントの差し込みがゆるいときは、
使わない
( 火災・感電・ショートの原因 )
 ●ぬれた手で抜き差ししない
( 感電の原因 )

異常時 (異臭、異音など)は
 ●運転を停止し、電源を「切」にする
( 発煙・発火・感電・けが・故障の原因 )
すぐに電源プラグを抜いて、お買いあげの
販売代理店、または ｢お客様ご相談窓口｣
へ点検・修理を依頼してください。
25 ページ

 ●アース付コンセント（3P・AC100V）を
単独で使う
( 故障や漏電による感電・火災・焼損の原因 )
上記のコンセントを使わない場合は、付属の
3P-2P変換アダプタを取り付けて確実にアー
スを接続してください。ガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線には接続しないでください。
 ●電源プラグのホコリは定期的に取る
( ホコリがたまると、湿気などで絶縁不良になり
火災・感電の原因 )

 ●漏電遮断器 7 ページ  が作動したときは
「入」にせず、点検を依頼する
( 感電や火災の原因 )
お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス
契約先へ点検を依頼してください。

人への危害、財産への損害を防ぐため、お守りいただくことを
説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を、次の図記号で説明しています。

してはいけないこと。   
プラグを抜く

しなければならないこと。

■ 誤った使いかたで生じる内容を、次のように区分して説明しています。

警告 ｢死亡または重傷を負う
おそれがある｣ 内容。 注意 ｢軽傷を負う、または財産に損害を

受けるおそれがある｣ 内容。

警 告 火災や漏電、感電、大けがを防ぐ

　　ページ の数字は、主な説明の
あるページを示しています。

お手入れ・点検・薬液交換時は
 ●必ず運転を停止して排水し、電源を「切」
にする
( 感電やけがの原因 )

除菌水ご使用時は
 ●他の殺菌剤や洗剤と混合して使わない
( 塩素ガスが発生する原因 )
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安全上のご注意 (2)

 ●薬液を飲まない、薬液カートリッジ内のガスを
吸入しない
( 炎症や障害を引き起こす原因 )
 ●薬液を目に入れない
( 失明の原因 )
万が一目に入った場合は、こすらずに水で充分
に洗い、すぐに受診してください。
 ●薬液に触れない
( 酸成分による火傷や炎症を引き起こす原因 )
 ●薬液を衣類に付着させない
( 火傷や炎症を引き起こす原因 )
付着した場合は水で充分に洗い流してください。
アルカリ性の洗剤・漂白剤は絶対に使用しない
でください。
 ●薬液を用途 (本製品 )以外に使用しない
( 予期せぬ事故の原因 )

 ●薬液を他の薬剤（特にアルカリ性や強い酸性の
液体）と混ぜない
( 有毒ガス発生の原因）
 ●空の薬液カートリッジに、他の液体を入れたり、
薬液の継ぎ足しをしない
( 有毒ガス発生の原因）
 ●薬液を他の容器に移さない　
( 容器の異常や有毒ガス発生の原因 )
 ●薬液カートリッジを強くにぎったり、乱暴に扱わ
ない
( 薬液が漏れたり思わぬ方向に飛び出す原因 )
 ●薬液を本体や金属類に付着させない
( 薬液の腐食性によりサビが発生する原因 )
薬液が付着した場合は、充分にふき取ってくだ
さい。

 ●薬液を取り扱うときやふき取るときは、ゴム手
袋などで皮膚を保護する
( 酸成分による火傷や炎症を引き起こす原因 )
 ●薬液がこぼれたときは充分にふき取る
( 薬液の強い腐食性により、本体や周囲のサビ
や変色を引き起こす原因 )

 ●専用薬液を使用する　
(他の薬液を使用すると故障や性能低下の原因)
 ●薬液の誤飲・接触・付着・吸引の際は医師の
指示に従う
( 重大な症状を引き起こす原因 )
発生時はすぐに作業を中断し、受診して医師の
指示に従ってください。

専用薬液 (希塩酸 )ご使用時は

警 告 火災や漏電、感電、大けがを防ぐ

 ●定期的に点検・清掃・サービス業者による
メンテナンスをおこなう
( 異常・故障のまま運転すると火災・感電の原因 )
( 水回り部品が汚れたまま運転すると性能・効果
が維持できなくなる原因 )
「レジオネラ症を予防するために必要な措置に
関する技術上の指針（厚生労働省）に従い、
一カ月に一回以上の汚れの点検と自主管理を
おこなってください。 17 ページ

 ●給水ホース継手のゆるみを定期的に点検する
( 給水ホースに常時圧力がかかっているため、
ゆるんだり継手がはずれた場合は水もれの原因)
 ●薬液カートリッジの交換時と水回り部品の点検
時は、換気をする
( 薬液および循環水のニオイによる体調不良の
原因 )

ご使用時は
 ●長時間、肌や動植物に直接風をあてない
( 体調悪化や悪影響を及ぼす原因 )
 ●吸込口・吹出口に指や棒などを入れない
( 感電・故障の原因 )
本体内部に異物が入った場合は運転を停止し、
お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス
契約先へ依頼してください。
 ●本体に水をかけたり、直接水を入れない
( 本体内部に水が入り、感電・ショート・発火・
サビの原因 )

 ●改造はしない
また、お客様自身で、修理・分解・
据付・移設・廃棄をしない
( 火災・感電・水漏れ・本体転倒・けが
の原因 )
作業が必要な場合は、お買いあげの
販売代理店、またはメンテナンス契約
先へ依頼してください。
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安全上のご注意 (3)

注 意 漏電やけがを防ぎ、財産を守る

 ●可燃性のものや火のついたタバコ・線香などを
吸込口に近付けない
( 発火の原因 )
 ●本体をベンジン、シンナー、アルコールなどで
ふいたり、殺虫剤をかけない
( ひび割れ・感電・火災の原因 )
 ●室内くんじょうタイプ (発煙型 )の殺虫剤使用
時は運転しない
機械内部に薬剤成分が蓄積し、その後吹出口か
ら放出されて、健康に良くないことがあります。
殺虫剤の使用後は、充分に換気してから運転し
てください。

 ● 空気清浄および除菌水以外の目的には使用しない
( 故障や予期せぬ事故の原因）
本製品は医療機器ではありません。
 ●本体に衝撃を与えたり、寄りかかったりしない
本体の上に乗ったり、ものを載せない
( 本体転倒によるけがや故障の原因 )
 ●ぬれた手で操作パネルや本体の電源を触らない
( 感電の原因）
 ●ホースを無理に引っ張る・切断する・加工する・
熱器具を近付けるなどしない
( 本体転倒・けが・破損・水もれ・故障の原因 )

 ●水道水を使用する　
「水道法（昭和３２年法律第１７７号）第４条
第２項の規定に基づく水質基準に関する省令」
（平成１５年厚生労働省第１０１号）に適合」
または、飲料水基準を満たした井戸水等を
使用してください。

 ●据付面のがたつきや固定金具のゆるみなどを
定期的に点検する
( 本体転倒の原因 )

 ●燃焼器具と併用して使用するときはこまめに
窓を開け、換気をする
( 一酸化炭素中毒の原因 )
本製品は、一酸化炭素などの有害物質を除去
するものではありません。
 ●扉を開閉するときは、周囲の人や指をはさま
ないように注意する
扉を開けて作業するときは、ストッパーで扉を
固定する　
( 扉に当たるなどけがの原因 )

ご使用時は

電源プラグや電源コードは
 ●必要時以外は、本体の電源を切らない、
電源プラグを抜かない
( 汚染した風が吹き出し、体調不良の原因 )
自動洗浄運転を1日1回以上おこなうため、
通常は電源を切らずにご使用ください。

 ●電源コードは必ず電源プラグを
持って抜く
( 火災・感電・ショートの原因 )

プラグを抜く
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安全上のご注意 (4)

 ●薬液カートリッジは、通気性の良い場所に保管
する
( 腐食性ガスが漏れてサビが発生する原因 )
一度開封した薬液カートリッジは、キャップが閉
まっている状態でも完全気密ではありません。

 ●空の薬液カートリッジは、充分な換気をしなが
ら水道水でよく洗い、廃棄する
( 作業中にガスが発生し、体調不良の原因 )

薬液カートリッジの保管・廃棄時は

 ●除菌水を飲食物に使用しない　
本製品の除菌水は飲用には使えません。
家具や床、雑巾などの清掃・洗浄にご使用
ください。
(体調不良の原因 )

 ● 皮膚が敏感な人は手袋などを着用する
皮膚に刺激や発疹などの症状が現れる
場合は、手袋などで防いでください。
(手荒れなど体調不良の原因 )

除菌水ご使用時は

注 意 漏電やけがを防ぎ、財産を守る

使用上のご注意
 ●吹出口・吸込口をふさがない
( 故障や風量低下の原因 )
付近に物を置いて、吹出口・吸込口をふさがないよう
ご注意ください。

 ●水道水以外の水 (温水、アロマオイルなどを入れた
水、アルカリイオン水など）は使わない
( 故障の原因 )
 ●除菌水取出しホース出口にバルブなどを取り付けない
本製品は先止めできません。出口に流れを止める
ものを設置しないでください。
 ●定期的に除菌水の塩素濃度とpHを確認する
使用範囲 (塩素濃度30ppm、除菌水pH5.0～6.5)
からはずれた場合は、お買いあげの販売代理店、
またはメンテナンス契約先にご相談ください。

 ● 5～40℃の屋内で使用する
( 結露や水道水凍結による故障の原因 )
 ●テレビやラジオを本体に近づけない　
( 映像の乱れや雑音の原因 )
テレビやラジオは本体から１ｍ以上離してご使用くだ
さい。また、本体とは別のコンセントに電源プラグを
差し込んでください。
 ●本体の近くでは、フッ素樹脂やシリコーンを配合した
商品＊は使わない
本体内部にフッ素樹脂やシリコーンなどの絶縁物が
付着し、プラズマクラスターイオンが発生しにくくな
ることがあります。
＊ ヘアケア商品 ( 枝毛コート液・ヘアームース・ヘアートリート
メントなど)、化粧品、制汗剤、静電気防止剤、防水スプレー、
つや出し剤、ガラスクリーナー、化学ぞうきん、ワックスなど
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 知っていただきたいこと

本製品は、専用薬液と水を混ぜて微酸性電解水を生成します。

微酸性電解水は次のことに使用されます。
●本体の取出口から微酸性電解水を取り出し、除菌水として日用品など
の除菌に使用できます。 15 ページ

●本体内の循環槽で微酸性電解水と水を混ぜて循環水を作ります。
・「除菌・加湿」運転時に、循環水を吸い込んだ空気に吹き付けて
  空気の汚れを落としてきれいにします。
・毎日定期的に循環水で本体内部を自動洗浄します。

60分間に1回の頻度で循環槽を排水し、新しい循環水に入れ替えます。 
入れ替えにより、空気中から捕らえた雑菌などが本体内部で繁殖すること
を抑制します。
(消臭力設定を変更すると循環槽の排水頻度が変わります 11 ページ )

本製品について

 本製品は保守メンテナンスサービス契約が必要です

正常な動作や機能の維持と故障の未然防止のためにも定期的なメンテナンスが必要です。
また、使用環境や使用場所により、こまめなメンテナンスが必要になる場合があります。
構成部品の点検や清掃・交換には専門的な知識が必要になるため、専門のスタッフが実施いたします。
保守メンテナンスサービスの詳しい運用内容につきましては、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

除菌力設定：
加湿運転時に、循環水に注入する微酸性電解水量を増やして除菌力を高めることにより、本体の衛生状態を高める
ことができます。
消臭力設定：
循環水の入れ替え頻度(排水頻度)を増やして消臭力(臭気ガス成分を水に取り込む能力)を高めることができます。

微酸性電解水 (除菌水 )の生成

自動給排水

除菌力・消臭力設定 11 ページ 本体側面図

ファン
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自動洗浄・乾燥運転
毎日定期的に本体内部を10分間自動洗浄します。

自動洗浄後は、循環槽を新しい循環水で満たして
次の運転開始まで循環槽を清潔に保ちます。
また、自動乾燥運転で本体内部を送風乾燥します。
（乾燥時間は室内の温湿度に応じて20分～50分間 )

●タイマー運転の場合は、1日の運転時間が
12時間未満の場合は自動洗浄を1回、
12時間以上の場合は2回おこないます。 

自動洗浄と自動乾燥の実施タイミング

運転モード
8 ページ

自動洗浄 自動乾燥

連続 運転開始から
12時間ごと 無し

停止 タイマー設定「洗浄」
で設定した時刻
12 ページ

あり
タイマー
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 各部のなまえ

吹出口/ ルーバー

吸込口

取出口
(除菌水取出口)

カギ穴

操作パネル

吸込サランネット

吹出サランネット

乾式集じんフィルター

薬液カートリッジ

 本体  扉を開けた状態

電源
(兼 漏電遮断器)

ストッパー

緑：漏水無し  /  赤：漏水有り

ランプが赤の場合は、本体への給
水バルブを閉めてから、運転を停
止し、お買いあげの販売代理店ま
たはメンテナンス契約先に点検を
依頼してください。

LED(青)

漏水検知ランプ

扉用カギ (2本同梱 )

扉を閉めるときは
ストッパーをここに収納する

電源プラグ
(アース付３Pプラグ )

電源コード 給水ホース

排水ホース

背面下側

イラストと写真はイメージです。実際の物と異なる場合があります。



8

 操作パネルについて

メンテナンス業者
専用ボタン

本体内の循環槽の水を
排水する 14 ページ

除菌水を取り出す
(ボタンを押すと取出口が開く) 16 ページ

取扱説明書 (簡易版 )を表示

運転中または停止中に操作パネル内を押すと、操作画面に変わります。

メニュー名 設定内容 参照ページ
画面輝度 ⇒ 画面の明るさ調整 13 

画面条件
⇒ 操作パネルのロック/解除 13 
⇒ 運転中と停止中の表示設定 13 

加湿停止設定 ⇒ 加湿運転停止の湿度設定 11 

スケジュール
⇒ タイマー設定(運転曜日・時刻の設定) 12 
⇒ 洗浄運転をする 12 

除菌・消臭設定 ⇒ 除菌力・消臭力設定 11 

その他
⇒ 日付・時刻設定 12 
⇒ 吹出口LED（青色）の点灯/消灯 13 
⇒ 温度・湿度の表示/非表示 13 

2024. 11. 11 6 : 08   PM

風量設定
風量［ECO( 最小 )～急速 ( 最大 )］を選び、
風量モード［AUTOまたはMANUAL］を選ぶ。

［AUTO］    ：「除菌・加湿」運転時に部屋の湿度によって
                  自動で風量を切り換える。
                  (「除菌・加湿」運転が［OFF］の場合は、
                    ［MANUAL］と同じ運転になります )
［MANUAL］： 設定した風量で運転する。

「除菌・加湿」運転設定
［AUTO］： 「除菌・加湿」運転をする。
               （本体内部に除菌水を噴射しながら部屋を加湿する）
［OFF］    ：「除菌・加湿」運転をしない。

運転モード設定
［停止］：運転を停止する。
［連続］：連続運転する。
　　　　(運転開始から12時間ごとに自動洗浄をする）
［タイマー］：運転と洗浄の開始時刻・曜日を設定して運転する。

お知らせがあるときに表示します。

 を押すとお知らせ内容を表示します。

 エラー表示　／　  メッセージ表示

　本体内部を洗浄中 (または乾燥中 )に表示します。

 (または  ) を押すと洗浄運転 (または乾燥運転 )が停止します。

 洗浄中表示　／　  乾燥中表示
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運転のしかた (1)

起動する

扉を開けて
本体の電源を
「入」にする

ご注意

●運転停止中も自動洗浄・乾燥運転
をおこなうため、本体の電源は
切らないでください。
やむを得ず電源を切る場合は、
事前に排水をしてください。
(電源の切りかた 14 ページ )

 運転中／停止中の表示

2024. 11. 11 6 : 08   PM

起動画面が
表示されたあと、
操作画面が
表示されます。

2024. 11. 11 6 : 08   PM操作画面でボタン操作をしてから
30秒後に、操作パネルが運転中表示
（または停止中表示）に変わります。

「画面選択設定：標準」の場合、
運転中／停止中の表示は右図の
ようになります。

操作パネル内を1回押すと、
操作画面に戻ります。

運転中 /停止中の表示の設定変更や
操作パネルのロック設定ができます。
13 ページ

「画面選択設定：標準」時の
運転中 /停止中の表示
(運転中は背景の泡が
動画になります）

電源を入れてから
30分間は
「立ち上げ中」を
表示します。

この間は以下の機能は
はたらきません。

・加湿セーブ機能
・結露防止機能
・アラーム音

毎日定期的に本体内部の自動洗浄・
乾燥運転をおこないます。
6 ページ

各運転中は赤枠内の部分に「洗浄中」
(または「乾燥中」)を表示をします。

操作画面
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運転のしかた (2)

「除菌・加湿」運転の
自動停止について
●右表の場合は、部屋を快適に保つ
ために「除菌・加湿」運転が自動停止
します。

 基本の操作

運転モード設定

 「除菌・加湿」運転設定

風量設定

停止 運転を停止する

連続 連続運転する
(運転開始から12時間ごとに自動洗浄をする）

タイマー 運転と洗浄の開始時刻・曜日を設定して運転する
(「タイマー設定」で設定します　               )12 ページ

AUTO 本体内部に除菌水を噴射しながら運転し、
部屋を加湿する

OFF 除菌水噴射を停止する(部屋を加湿しません )

機能 「除菌・加湿」運転 停止条件

加湿セーブ
機能

室温32℃以上のとき

湿度50%以上のとき
(「除菌・加湿」運転が停止する湿度を
変更できます 11 ページ )

結露防止機能 室温15℃以下のとき

②

①
② 風量モードを選ぶ

AUTO

「除菌・加湿」運転時に部屋の湿度によって
自動で風量を切り換える
(「除菌・加湿」運転がOFFの場合は、
「MANUAL」と同じ運転になります )

MANUAL 設定した風量で運転する

① 風量を選ぶ

③ 必要に応じて手でルーバーを動かして
　 風向を調整する

・風量はECO（最小）～急速 (最大 ) の 7段階
・文字または●を押す

③ルーバー
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運転のしかた (3)

各種設定変更

設定メニューの選びかた

① 設定を押す
② 矢印 (<　>)を押して
　 メニューを選ぶ

 加湿運転停止の湿度設定

① メニューを「加湿停止設定」に合わせる
② 加湿を停止する湿度を選ぶ

②

①部屋を加湿し過ぎないように、特定の湿度に到達すると
「除菌・加湿」運転が自動停止します。(初期設定 : 湿度 50%)

 除菌力・消臭力設定

① メニューを「除菌・消臭設定」に合わせる
②「除菌力」と「消臭力」の強さを設定する

除菌力設定を強くすると本体内の衛生状態が高まります。
消臭力設定を強くすると消臭力が高まります。
(初期設定：標準）

●通常は除菌力・消臭力ともに「標準」設定をおすすめします。
●除菌力を強くした場合、循
環水内の微酸性電解水の比
率が増えます。そのため、
薬液の使用量が増えます。

●消臭力を強くした場合、循
環水の入れ替え頻度 (排水
頻度 )が増えます。そのた
め、水と薬液の使用量が増
えます。

②

①

②

①

②

消臭力設定と水の使用量
消臭力 使用水量※ 排水頻度
標準 70 L/ 日 60 分に1 回
強 110 L/ 日 30 分に1 回
最大 150 L/ 日 20 分に1 回
※使用水量は連続運転（１日８時間、風量：標準、
電解水貯水ＯＮ、洗浄１回）をしたときの目安です。

設定内容 参照
ページ メニュー名

加湿運転停止の湿度設定 11 加湿停止設定
除菌力・消臭力設定 11 除菌・消臭設定
日付・時刻設定 12 その他
タイマー設定
(運転曜日・時刻の設定) 12 スケジュール

洗浄運転をする 12 スケジュール
吹出口LED（青色）の
点灯/消灯 13 その他

温度・湿度の表示/非表示 13 その他
画面の明るさ調整 13 画面輝度
操作パネルのロック/解除 13 画面条件
運転中と停止中の表示設定 13 画面条件

メニュー

●設定画面から操作画面に戻る場合は、
画面右下の「戻る」を押します。
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運転のしかた (4)

 日付・時刻設定

① メニューを「その他」に合わせる
② 画面上部の年、日付または時刻の枠を押す
③ 画面のテンキ―で数字を入力する
④「確定」を押す

 タイマー設定

① メニューを「スケジュール」
　 に合わせる
② 設定したい曜日の
　 チェックボックスを押す
③ 設定したい運転開始時刻
    の枠を押し、画面の
    テンキーで時刻を入力し、
   「確定」を押す
④ 運転終了時刻を手順③と
　 同様に設定する
⑤「洗浄」を押す
⑥ 洗浄開始時刻を手順③と
　 同様に設定する

① メニューを「スケジュール」に
　 合わせる
②「洗浄」を選ぶ
③「洗浄」ボタンを押す
④「はい」を選ぶ
     ⇒洗浄運転がスタートする

2024 11 11 17:46 ②

③

①

④

①

②

③ ④

●運転開始時刻は００：００～２３：５９、
終了時刻は「開始時刻＋(１分～２４時間 )」 の範囲で入力してください。

●２４時間運転したいときは、終了時刻は「開始時刻＋２４時間」で設定して
ください。（例：００：００～２４：００）

●自動洗浄運転は１日１回は必ずおこないます。（運転停止中も含む）
●運転時刻と乾燥運転が重なる場合 (例：24時間運転 )は、
運転時刻を優先し乾燥運転をおこないません。

 洗浄運転をする

運転設定 洗浄設定

⑥

⑤

①

②
③
④
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運転のしかた (5)

吹出口LED( 青色 )の点灯 /消灯

① メニューを「その他」に合わせる
② LEDの
    設定を選ぶ

③ 温湿度表示の
　 設定を選ぶ

設定 LED
ON 入
OFF 切

設定 温湿度表示
ON 表示
OFF 非表示

 温度・湿度の表示 /非表示 2024. 11. 11 6 : 08   PM

温湿度表示をOFF
にしたときの表示2024 11 11 17:46

②

③

①

① メニューを「画面輝度」に合わせる

② 矢印 (<　>)を押して輝度を選ぶ

 画面の明るさ調整

②

①

 操作パネルのロック/解除

 運転中と停止中の表示設定

① メニューを「画面条件」に合わせる
② 操作パネルのロックの設定を選ぶ
③ 画面選択の設定を選ぶ

①

②

③

操作パネルのロック/解除 設定

設定 設定時の画面動作

ロック
運転 /停止中に
画面を押す
↓
操作画面に変わらない

解除
運転 /停止中に
画面を押す
↓
操作画面に変わる

画面選択 設定

設定 設定時の画面動作

ECO 【運転中】動画表示　【停止中】画面消灯

標準 【運転中】動画表示　【停止中】静止画表示

保持 常に操作画面を表示
(運転中 /停止中の画面に移行しない )

2024. 11. 11 6 : 08   PM

ロック中はカギマークを表示

ロックを解除するときは
画面右上を3秒以上押す
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本体内部を清潔に保つため、運転停止中も自動洗浄をおこないます。
通常は電源を入れたままご使用ください。
お手入れ時などやむを得ず電源を切る場合は、必ず排水ボタンで排水してから電源を切ってください。

 本体の電源を切るとき

運転のしかた (6)

 電源の切りかた

① 運転を停止する

② 排水する

「OK」を押すと
元の画面に戻る

 長期間使用しないとき
２週間以上電源を切る場合は、除菌水生成装置の劣化を防ぐため、本体の電解槽内の薬液を
水に置き換える作業が必要です。
上記の方法で電源を切ってから、お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に
ご連絡ください。
（使用を再開する場合もご連絡ください）

 本体を移設または廃棄するとき
上記の方法で電源を切ってから、お買いあげの販売代理店、または ｢お客様ご相談窓口｣ に
本体の移設・廃棄をご依頼ください。

③ 扉を開けて
　 本体の電源を「切」にする

ご注意 ●排水ボタンを押すと本体内の循環槽の水を排水しますが、循環槽内の中継槽には水が残ります。
完全に排水したい場合は、お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に排水作業を依頼し
てください。
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除菌水を取り出す (1)

ご注意  ●皮膚に刺激や発疹などの症状が現れた場合は作業を中断し、医師の指示に従ってください。
 ●除菌水を他の殺菌剤や洗剤と混ぜて使用しないでください。

以下のことをお守りください。

除菌水 (微酸性電解水 )について

　　　除菌水が使えるもの 　　　除菌水が使えないもの
 ●ドアノブや机などの日用品や家具の除菌
 ●床などの清掃
 ●手洗い

 ●飲食など、直接口に入るものへの使用
 ●食器や食べ物の洗浄
 ●おう吐物やおむつなど有機物量が多いものへの除菌

〇 ×

 除菌水の取り扱いについて

 ●除菌水はくみ置きしないでください。
保存する場合は遮光性の密閉容器に入れて保管し、1週間を目安に使い切ってください。
 ●除菌水を使用する前に必ず有効塩素濃度を確認してください。
(塩素濃度の目安：10～30ｐｐｍ。市販のクロール試験紙で測定してください )
濃度が上記の目安範囲からはずれた場合は、お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に
ご相談ください。

その他
 ●除菌水の仕様

 ●除菌水を取り出すと薬液の消費が早くなります。
 ●本製品の除菌水は細菌やウイルスの殺菌効果を保証するものではありません。
 ●微酸性電解水・微酸性次亜塩素酸水について
微酸性次亜塩素酸水は、厚生労働省が認可している食品添加物殺菌料の規格を満たした次亜塩素酸主成分とする
水のことを言います。本製品の生成装置は、微酸性次亜塩素酸水の範囲に電解水を生成することができる装置で
すが、原料水の水質などによっては食品添加物の基準に合わない場合があります。

除菌水生成量 (L/ 分 )※ 約 2.0 ～ 5.0
薬液使用量 (mL/ 分 )※ 約 1.0 ～ 2.0
除菌水有効塩素濃度 (ppm)※ 30( 標準 )
除菌水 pH 5.0 ～ 6.5
※給水圧により変動します。
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除菌水を取り出す (2)

補足説明帯

1

2

3

 除菌水の取り出しかた

取出口を開ける

①容器をセットして、
　「OK」を押す

②取出量を設定する
③「START」を押す ( 取出量まで除菌水が出ます )

取出口を手で閉じる

パスワードを入力する
(パスワード未設定の
場合は表示しません )

②レバーまたは
　矢印で
　取出量を
　設定する

③

途中で止める場合は
「STOP」を押す

2024. 11. 11 6 : 08   PM

元の画面に戻る

●「洗浄中」または「乾燥中」を表示中は、除菌水の取り出しができません。
●除菌水がこぼれた場合は、必ずふき取る(金属部に除菌水が残ると変色やサビの原因 )
●取出口が開いているときに、取出口に横から強い力を加えない (取出口破損の原因 )

ご注意

7秒以上長押し

パスワード(数字4ケタ )を
入力して「確定」を押す

⇒パスワード設定完了

パスワード設定を解除するときは

「パスワード無効」を押す

●取出操作の画面で操作が5分以上無い場合は
エラーを表示します。

パスワードの設定 /解除のしかた
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お手入れ (1)

お手入れ箇所 頻度(目安) 参照
ページ

サランネットのお手入れ  ●2週間～1カ月に1回 18 

水回り箇所の点検  ●1カ月に1回以上 19 

薬液カートリッジの交換  ●3週間～3カ月に1回※ 20 

お手入れ時は、必ず運転を停止し、排水
してから電源を切る【感電やけがの原因】警告

※除菌水を取り出していない場合の目安です。除菌水を取り出している場合は、
交換期間が短くなります。

 レジオネラ症を予防するために

本製品を衛生的にご使用いただくために、「レジオネラ症を予防するために必要な措置に関する技術上の
指針」に従って1カ月に1回以上の水回り箇所の点検と自主管理をおこなってください。

＜レジオネラ症を予防するために必要な措置に関する技術上の指針＞

平成15年7月25日厚生労働省告示第264号、平成30年8月3日改正

 ●維持管理上の措置（第五条第三項）
加湿装置の使用開始時及び使用期間中は一カ月に一回以上、加湿装置の汚れの状況を点検し、必要に応じ加湿装置の
清掃等を実施するとともに、一年に一回以上、清掃を実施すること。
 ●自主管理（第七条）
施設の管理者は、自主管理を行うため、自主管理手引書及び点検表を作成して、従業者等に周知徹底するとともに、
施設の管理者又は従業者の中から日常の衛生管理に関わる責任者を定めることが必要である。

お手入れについて

本製品は「保守メンテナンスサービス契約」 6 ページ  
により、メンテナンス業者が定期的にメンテナンスを
しますが、下表の項目につきましては、お客様が定期的に
お手入れと点検をおこなってください。
 ●ご使用環境により、お手入れと別売品交換の頻度が異なります。

吹出
サランネット

薬液
カートリッジ

吸込
サランネット

電源

お手入れ箇所と頻度
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お手入れ (2)

お手入れの準備

サランネット(2カ所 )をはずす1

① 運転を停止し排水してから、本体の電源を切る 14 ページ

② ストッパーを引き出して、扉をロックする

①サランネットを持ち上げる

②手前に引いてはずす

お手入れする2

本体に取り付ける3

①サランネットを上側に差し込む

②本体に取り付ける

掃除機でホコリを吸い取る 水洗いする 乾いた布で水気をしっかりとふき取る

鉄芯が
サランネットの
手前下寄りに
なるように
取り付ける

②フィルター枠を
　元の位置に戻す

 サランネットのお手入れ

お手入れ時は、必ず運転を停止し、排水
してから電源を切る【感電やけがの原因】警告

①フィルター枠を倒す

①サランネットを
　フィルター枠に差し込む

 ●ぬれた手で電源を操作しない
 ●水洗いをする場合は、中性洗剤など薬品を使用しない　また、40℃以上のお湯を使用しない

ご注意

お手入れ目安 : 2 週間～1カ月に1回

吸込サランネット 吹出サランネット

②

①

①

②サランネットを
　フィルター枠から抜く

②

②
①

②

①

吸込サランネット 吹出サランネット

ストッパー
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お手入れ (3)

 水回り箇所の点検

① 乾式集じんフィルターを
    持ち上げる
② 手前に引いてはずす

1

乾式集じんフィルターの汚れ具合と、本体内部にヌメリ(色は茶・黒・白・ピンクなど)
などの汚れがないか確認する2

3

乾式集じんフィルターが汚れている場合

水回り箇所にヌメリなど汚れがある場合

●お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に乾式集じんフィルターのお手入れ・交換を依頼して
ください。

●汚れが目立つ場合は、お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に水回り箇所の清掃を依頼して
ください。

●以下の運転条件 (①～⑤ )に設定変更してご使用ください。
設定変更しても汚れが改善しない場合は、お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に清掃を依頼
してください。

お手入れ時は、必ず運転を停止し、排水
してから電源を切る【感電やけがの原因】警告

( 例 ) スケジュール設定

点検目安 :1カ月に1回以上

① 乾式集じんフィルターの
    上側を本体に差し込む
② 本体に取り付ける

●お客様自身で乾式集じんフィルターのお手入れは絶対にしないでください。
(故障・性能低下の原因）ご注意

運転条件 設定画面

① 運転時間を短くする（「24時間運転」をしない）

スケジュール設定② 洗浄時刻を運転終了時刻にセットする

③ 洗浄回数を2回にする

④ 湿度上限（加湿停止湿度）を50%以下にする 加湿停止設定

⑤ 除菌力・消臭力を上げる 除菌・消臭設定

②
①

②
①

乾式集じんフィルターを
はずした状態

●汚れている場合は、このページ下段の「水回り箇所にヌメリなど汚れがある場合」と「乾式集じんフィルター
が汚れている場合」をお読みください。

「(INSIDE) 奥」の矢印を本体に向ける

本体
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お手入れ (4)

 薬液カートリッジの交換

 ●「薬液カートリッジ (希塩酸 )についてお守りいただきたいこと」を読んでから作業する
 ●必ずゴム手袋などを着用して交換する
 ●薬液がこぼれた場合は、ふき取る(付着部がさびるおそれ )
 ●薬液カートリッジを強くにぎらない (薬液が飛び出すおそれ )

ご注意

交換目安 :
3週間～3カ月に1回※

お手入れ時は、必ず運転を停止し、排水
してから電源を切る【感電やけがの原因】警告

※除菌水を取り出していない場合の目安です。
除菌水を取り出している場合は、交換期間
が短くなります。

① 運転を停止し排水してから、本体の電源を切る
② ストッパーを引き出して、扉をロックする

1

2

3

ストッパー

古い 新しい

①① 本体からコネクタをはずす
　  コネクタの先端を反時計回りに
     回してはずす

② 古いカートリッジのキャップを
　 新しいカートリッジに
    付け替えて、 しっかり締める

新しいカートリッジのコネクタを
本体に差し込む
差し込んだあと、コネクタの先端を
時計回りに止まるまで回す

元のキャップを
はずす

②
(1)

(2)

(1)

(2)

 ●必ず本製品の専用薬液カートリッジを使用する。
 ●薬液カートリッジを取り扱うときは、皮膚炎症（手荒
れなど）を防ぐため、ゴム手袋などの保護具を着用
する。
 ●薬液を床や本体にこぼした場合は充分にふき取る。
(薬液は強い腐食性があります )
 ●他容器への小分けはしない。
 ●他薬品との混合は絶対にしない。
 ●薬液は絶対に飲まない。

 ●薬液が付着したり、薬液を誤飲・吸引した場合は、
応急処置 21 ページ をして速やかに受診し、医師の
指示に従う。
 ●一度開封した薬液カートリッジは通気性の良い場所で
保管する。
(蓋が閉まっている状態でも完全密閉ではありません。
腐食性ガスによりサビが発生することがあります )
 ●空の薬液カートリッジは、充分な換気をしながら水道
水でよく洗い、廃棄する。
(作業中にガスが発生する恐れがあります )

 薬液カートリッジを交換する

チューブを
折り曲げたり、
ねじったりしない

 薬液カートリッジ (希塩酸 )についてお守りいただきたいこと

コネクタ
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お手入れ (5)

こんなとき 応急処置方法
皮膚に付着した  ●すぐに付着部を多量の流水で洗い流してください。

目に入った  ●すぐに目を流水で15分以上洗い流してください。目はこすらないでください。

誤飲した  ●無理に吐き出そうとせずに、できるだけ多量の水または、牛乳や生卵を飲んでください。

ガスを吸入した  ●すぐに新鮮な空気環境に移動し安静にしてください。酸素吸入が可能な場合は実施して
ください。意識がない場合は至急医師の手当てを受けてください。

衣類に付着した  ●すぐに体から離し、多量の流水で洗い流してください。
アルカリ系洗剤、アルカリ系漂白剤および酸性洗剤の使用は絶対にやめてください。

 専用薬液 (希塩酸 )の付着・吸引時の応急処置方法
直接接触や誤飲などにより皮膚炎症などの症状が現れる可能性があります。
以下の応急処置をして速やかに受診し、医師の指示に従ってください。

別売品
 ●お買いあげの販売代理店でお求めください。
※別売品をご購入の際は、本体の形名をお間違えのないようご注意ください。

交換時は、必ず運転を停止し、排水して
から電源を切る【感電やけがの原因】警告

お知らせ

 ●空の薬液カートリッジは、充分な換気をしながら水道水でよく洗ってからお住まいの地域の
ごみ分別方法に従って廃棄してください。(容器を洗う際にガスが発生するおそれがあります )
 ●消耗品 (薬液カートリッジ )は保証期間中でも ｢有料｣ とさせていただきます。

ご注意

薬液カートリッジ 交換の目安：3週間～3カ月に1回※

形名 :  FZ-M18YK3 (3個 )
※ 除菌水を取り出していない場合
の目安です。
除菌水を取り出している場合は、
交換期間が短くなります。

• 薬液の成分：含量
特定化学物質第3類　食添用塩酸6%含有

• ボトル、キャップの材質：PE ( ポリエチレン )
• ラベルの材質：PP ( ポリプロピレン )

ホームページからご購入いただけます

https://jp.sharp/support/air_purifier/doc/filter_top.html

■ QRコードについて
    QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。誘導されるサイト、および動画の視聴は無料ですが、通信料金はお客様のご負担になります。
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メッセージ・エラー表示
表示の確認とエラー解除のしかた

2024. 11. 11 6 : 08   PM
ピー♪

(30秒間 )

①  を押して、
　 お知らせ内容を確認する

② エラー番号に従って
　 下表の処置をする

お知らせがある場合は、画面右上に  が点灯し、お知らせ音 (ピー )が 30秒間鳴ります。
点検や交換が必要な場合は、お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に相談してください。

①

③

②
お知らせ画面の説明は、
メンテナンス業者用です。
お客様は下表の処置をしてください。

種類 エラー
番号 原因 処置方法

エ
ラ
ー
表
示

10 漏水している ●本体への給水バルブを閉めてから運転を停止し、点検を依頼し
てください。

23 排水できない ●排水ホースが折れたり、凍結していませんか？
(エラー番号２3または２4)

●本体への給水バルブは確実に開いていますか？
(エラー番号２4または２5)

24 洗浄運転から復帰できない

25 貯水できない

28 室温低下 (凍結 ) ●凍結のおそれがあります。本体や水回り部分が凍結していませんか？
同じエラーを繰り返し表示する場合は点検を依頼してください。

30,
３１,32 通信エラー ●本体の電源を切り、1分以上経ってから電源を入れ直してくださ

い。エラー表示をリセット後、運転を再開してください。

41 水なしエラー ●本体への給水バルブは確実に開いていますか？
●給水ホースが折れたり凍結していませんか？
●給水管を他の蛇口などと共用している場合、他の蛇口で水を
大量に使用中のために本体への給水量が減っていませんか？

●薬液カートリッジが空になっていませんか？ (エラー番号44)
44 生成装置の異常停止

40 薬液供給異常
●薬液カートリッジが正しく取り付けられていますか？
●薬液カートリッジが空になっていませんか？43 生成装置の電極消耗

46 薬液の残量がない

45 生成装置の異常
●「エラーリセット」を押してエラーを解除してから、運転を再開して
ください。エラー表示とエラー解除操作を5回程度繰り返した後
にエラー表示が消える場合がありますが、異常ではありません。

※エラー番号11, 20, 21, 22, 26, 27, 42, 47, 50～ 57を表示した場合は、点検を依頼してください。

メ
ッ
セ
ー
ジ
表
示

61 室温低下 ●室温が低下しています。(3℃以下 )　
凍結しないよう注意してください。

62 生成装置の寿命 ●生成装置の点検を依頼してください。

71 取出口操作の急停止 ●除菌水取出し中に取出口が閉まりました。

72 取出口が開いている ●取出口を閉じてください。

③ 「エラーリセット」を押して、
　 エラーを解除する
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 こんなときは？(1)
こんなとき お調べください 参照

ページ
運転停止時は本体の電源を切っ
たほうがよいですか？

 ●運転停止中でも、本体内部の衛生環境を維持するため、毎日自動で
洗浄・乾燥運転をします。そのため電源は切らないでください。 －

運転ができない  ●本体の扉が開いていませんか？　扉が本体のマグネット(３カ所 )に
張り付いているか確認し、カギを閉めてから再度運転をしてください。 －

「除菌・加湿」運転ができない
(加湿AUTO)

 ●加湿セーブ機能により以下の場合は「除菌・加湿」運転を停止します。
・室温が32℃以上または15℃以下
・部屋の湿度が50%以上 (初期設定時 )

10 
11 

風量が少ない、風が出ていない  ●サランネット、乾式集じんフィルターが汚れていませんか？　
サランネットが汚れている場合はお手入れしてください。
乾式集じんフィルターが汚れている場合はお買いあげの販売代理店、
またはメンテナンス契約先に交換を依頼してください。

18 

運転停止中に本体が動作してい
る

 ●画面左上に「洗浄中」(または「乾燥中」)を表示していませんか？
本体内部の洗浄運転 (または乾燥運転 )をしています。 8 

自動洗浄中(または自動乾燥中)
ではないのに「洗浄中」(または
「乾燥中」)を表示する

 ●本体の電源を切り、1分以上経ってから電源を入れ直してください。
それでも改善しない場合は、お買いあげの販売代理店、または
メンテナンス契約先へ点検を依頼してください。

－

吹出口からプール臭のようなニ
オイがする

 ●設置場所や使用状況によりプール臭を感じることがありますが、人体
には影響しません。ニオイが気になる場合は、お買いあげの販売代
理店、または ｢お客様ご相談窓口｣ にご相談ください。
 ●プラズマクラスターイオン発生時に微量のオゾンが発生するため、
吹出口からニオイがすることがありますが、ごくわずかであり、健康
に支障はありません。

25 

－

吹出口の風が生臭い  ●本体内部が汚れている可能性があります。①～③をおこなってくだ
さい。
①運転時間を短くする
②加湿停止設定の湿度を低くする
③除菌力を上げる
以上をおこなっても改善しない場合は、お買いあげの販売代理店、
または「お客様ご相談窓口」にご相談ください。

11 

25 

取出口が開かない  ●洗浄中 (または乾燥中 )は、除菌水の取出しができません。
 ●取出口ロック用の摺動部の動作が悪くなっている可能性があります。
お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先にご相談くだ
さい。

－

操作パネルの動きが悪い  ●アースを取り付けていますか？　アースを取り付けてください。
 ●本体の電源を切り、1分以上経ってから電源を入れ直してください。 －

吹出口の青い光を消したい  ●画面左下の「設定」から消灯の設定ができます。 13 

吹出口から「ジー」と音がする  ●プラズマクラスターイオンが発生するときの音で、異常ではありま
せん。音の大きさは使用環境や運転モードにより、大きく感じたり、
聞こえにくく感じることがありますが効果は変わりません。

－

画面のロック解除ができない  ●操作パネルや指に水や汚れがついていませんか？
 ●手袋や絆創膏など、指が覆われた状態で操作していませんか？ －

本体の温度・湿度表示が、他の
温度計や湿度計の値と異なる

 ●測定精度の違いや測定場所により温度や湿度の表示が異なります。
本体の温度・湿度表示は目安としてください。 －

修理依頼やお問い合わせの前に、
もう一度お調べください。
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 こんなときは？(2)
こんなとき お調べください 参照

ページ
24時間運転は可能ですか？  ●可能ですが、本体内部の衛生状態を最適に保つために、1日当たり

4時間以上の運転停止時間を設けることをおすすめします。 12 

時間帯によって風量を切り換え
ることができますか？  ●タイマー設定で風量の設定はできません。 －

1日2回、運転開始 /停止の
時刻を設定できますか？  ●設定できません。 －

除菌力を「強」にした場合、
吹出口の風の除菌率も向上しま
すか？

 ●除菌力機能は、本体内部の衛生状態を高めるための機能です。吹出
口からの風の除菌率は向上しません。 －

除菌水の保存期間は？  ●遮光性の高い密閉容器に入れて保管し、1週間を目安に使い切ってく
ださい。 －

除菌水にアロマオイルを入れて
使えますか？  ●除菌水にアロマオイルなど他の液体を混ぜて使用しないでください。 －

除菌水を加湿器に入れて使用で
きますか？

 ●本製品の除菌水は加湿器での使用は想定しておりません。
加湿器に除菌水を入れないでください。 －

除菌水は嘔吐物の処理用として
使えますか？

 ●本製品の除菌水は嘔吐物など有機物が多く含まれるものの除菌には
使えません。 －

乾式集じんフィルターはお手入
れできますか？

 ●お客様自身で乾式集じんフィルターのお手入れはしないでください。　
お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に乾式集じん
フィルターの清掃・交換を依頼してください。

－

本体を移設・廃棄したい  ●お買いあげの販売代理店、または「お客様ご相談窓口」に本体の移設・
廃棄をご相談ください。 25 

断水の際、本体で対応が必要な
ことは？

 ●断水の場合は、以下の対応をしてください。

【断水前の準備】
①本体の電源を「切」にする。 14 ページ
②本体への給水バルブのコックを閉じる。
　(本体内部の給水バルブを閉じるでも可 )

【復旧方法】
①本体周辺の他の蛇口などから水を流し、
　水が綺麗になったことを確認する。
②本体への給水バルブのコックを開ける。
　(本体内部の給水バルブを閉じた場合は、
　開ける)

③本体の電源を「入」にする。
④タイマー運転にして運転動作を確認する。

※水が綺麗になったことを確実に確認せずに
　運転すると、給水異常などのエラーを
　表示したり、弁が故障するおそれがあり
　ます。

本体内部の給水バルブ
(オレンジ色 )

閉じた状態

開けた状態

－

長期間使用しないときは？  ●2週間以上使用しない場合は、排水ボタンで排水してから電源を切り、
お買いあげの販売代理店、またはメンテナンス契約先に長期間使用し
ない場合の本体の処置作業を依頼してください。

14 

修理依頼やお問い合わせの前に、
もう一度お調べください。
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 保証とアフターサービス
修理を依頼されるときは  お客様ご相談窓口のご案内
出張修理

1 ｢こんなときは？｣ ( 23 , 24 ページ ) を調べ
てください。

2 それでも異常があるときは使用をやめて、必ず電源
プラグを抜いてください。

3 お買いあげの販売代理店に、次のことをお知らせ
ください。

● 品名：加湿空気清浄機
● 形名：( 保証書に記載の形名 )
● お買いあげ日(年月日)●故障の状態(具体的に)
● ご住所(付近の目印も合わせてお知らせください)
● お名前　●電話番号　●ご訪問希望日

保証期間中
 ●修理に際しましては、保証書をご提示ください。
保証書の規定に従って、修理させていただきます。

保証期間が過ぎているときは
 ●修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で
修理させていただきます。

修理料金のしくみ
 ●修理料金は､ 技術料・部品代・出張料などで構成され
ています。

 ●保証書は｢お買いあげ日・販売代理店名｣などの記入を
お確かめのうえ、販売代理店から受け取ってください。
保証書は内容をよくお読みの後、大切に保存してください。
 ●保証期間…お買いあげの日から1年間です。
 保証期間中でも有料になることがありますので、保証書
をよくお読みください。
薬液カートリッジ は消耗品ですので、保証期間内でも
｢有料｣とさせていただきます。

保証書（別添）

 ●当社は加湿空気清浄機の補修用性能部品を、製品の
製造打切後、6年保有しています。
 ●補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた
めに必要な部品です。

補修用性能部品の保有期間

便利メモ お客様へ
お買いあげ日・販売代理店名を記入され
ると便利です

お買いあげ日

年    月    日

販売代理店名

電話 (        )        ー        

修理・使いかた・お手入れ・お買い物などのご相談・ご依頼、
および万一製品による事故が発生した場合は、お買いあげの
販売代理店、または下記窓口にお問い合わせください。
ファクシミリ送信される場合は、製品の形名やお問い合わせ内容の
ご記入をお願いいたします。

※弊社では、フリーダイヤルサービスをご利用のお客様に｢発信者番号通知｣
　をお願いしています。発信者番号を非通知に設定されている場合は、
　番号の最初に｢186｣をつけておかけください。

●所在地・電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。
2K2407

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】
シャープ株式会社および関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や
修理対応などに利用させていただいております。個人情報は適切に管理し、
修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に開示・
提供いたしません。個人情報の取扱いの詳細については、
https://corporate.jp.sharp/privacy/index-j.html をご参照ください。

0120 - 033 - 362 

（年末年始を除く）
●月曜～土曜：9:00～18:00　　●日曜・祝日：9:00～17:00

使いかた・修理などのご相談窓口
おかけ間違いのないようにご注意ください

■フリーダイヤルが
　ご利用いただけない場合は…

050 - 3852 - 5405 06 - 6792 - 5993  
電  話 FAX

〒581-8585　大阪府八尾市北亀井町3丁目1番72号

受 付 時 間

技術料 故障した製品を正常に修復するため
の料金です。

部品代 修理に使用した部品代金です。

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する
場合の料金です。

故障や事故の防止のため、使用を中止し電源プラグを
コンセントから抜き、必ずお買いあげの販売代理店、
またはメンテナンス契約先に点検をご依頼ください。

なお、点検・修理に要する費用はお買いあげの
販売代理店、または「お客様ご相談窓口」に
ご相談ください。

長年ご使用の場合は商品の点検を !
こんな症状はありませんか?
 ●電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
 ●電源コードに深いキズや変形がある。
 ●さわるとピリピリ電気を感じる。
 ●コゲ臭いニオイがしたり、運転中に
異常な音や振動がする。
 ●その他の異常や故障がある。

愛情点検



形　名 KI-M1800
電　源 単相100V  50/60Hz

プラズマクラスター適用床面積 (目安 )※1 約80m2 ( 約 48畳 )

空気清浄適用床面積 (目安 )※2 ～200m2 ( 121畳 )

運転モード 加湿空気清浄 空気清浄

加湿適用床面積 (目安 )※3 プレハブ洋室  ～ 160m2 ( 97 畳 ) 
     木造和室    ～ 97m2 ( 59 畳 ) ー

風量切換 急速 標準 ECO 急速 標準 ECO

風量 (m3/ 分 ) 16.5 13 7.3 16.5 13 7.3

消費電力 (W)
50Hz 435 286 190 335 181 79

60Hz 485 340 244 332 178 78

運転音 (dB) 53 49 46 53 47 34

加湿量 (mL/h)※4 3500 2900 1800 ー ー ー

外形寸法 (mm)※5 幅700×奥行435×高さ1815

質量 (kg) 約140（製品質量）/ 約 150（満水時質量）

電源コード長さ (m) 約3.4

待機時消費電力 (W)
50Hz 約 14.3

60Hz 約 14.3

使用水量 (L/日 )※6 約70（消臭力「標準」） / 約 110（消臭力「強」） / 約 150（消臭力「最大」）

配管接続口 給水、排水：R1/2(15A)　　※テーパネジ

給水圧力 (MPa) 0.1 以上、0.74未満

給水水質 水道水（水道法に定める水質基準に適合した飲用可能な水）

除菌水 微酸性電解水

フィルター サランネット、乾式集じんフィルター

【別売品】薬液カートリッジ (3個 ) FZ-M18YK3

※当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説明書はありません。
　This model is designed exclusively for Japan, with manuals in Japanese only.

 仕 様

本 社 〒590-8522 大阪府堺市堺区匠町1番地

TINSJA460KKRZ　２４L　①

※1 商品を壁際に置いて、｢急速｣ 運転時に部屋中央 (床上1.2m)で25,000個 /cm3
のイオンが測定できる床面積の目安です。

※2 空気清浄適用床面積は当社基準にて、風量 ｢急速｣ で運転したときに室内汚染物質を
90分で99%除去できる床面積の目安です。日本電機工業会規格（JEM1467)に
基づく数値とは異なります。

※3 加湿適用床面積は ｢日本電機工業会規格 (JEM1426)｣ に基づき、風量 ｢急速｣ で
運転したときにプレハブ住宅洋室の場合を最大適用床面積とし、木造和室の場合を
最小適用床面積としたものです。ただし、壁・床の材質、部屋の構造、使用暖房器具
などによって適用床面積は異なりますので、お買いあげの販売代理店にご相談ください。

※4 温度 20℃/湿度30%の環境における加湿量です。
室内の温度・湿度によって加湿量が変わります。
(温度が高い、または湿度が低いほど加湿量が多く
なる/温度が低い、または湿度が高いほど加湿量が
少なくなる)

※ 5 脚 (レベリングスクリュー )は含みません。
※6 風量「標準」/除菌力「標準」で8時間運転した

ときの使用水量です。
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